
漢
代
の

「
楚
辞
」

の
イ
メ
ー
ジ

ー
、
責
誼
「
弔
屈
原
文
」
|
買
誼
に
よ
る
屈
原
の
発
見

後
漢
の
王
逸
に
よ
っ
て
ま
と
め
ら
れ
た
『
楚
辞
章
句
』
は
現
在
に
残
る
最
も
古

い
楚
辞
文
芸
注
釈
書
で
あ
り
、
王
逸
を
遡
る
こ
と
前
漢
末
に
劉
向
が
楚
辞
を
テ
キ

ス
ト
と
し
て
ま
と
め
、
そ
れ
を
も
と
に
揚
雄
、
班
園
、
買
達
ら
が
注
を
加
え
て
い

た
と
さ
れ
る
。
後
漢
に
存
在
し
た
書
物
の
名
を
採
録
す
る
『
漢
書
』
義
文
志
に
は

こ
の
「
楚
辞
」
の
名
は
見
え
ず
、
次
の
よ
う
に
録
さ
れ
て
い
る
。

屈
原
賦
二
十
五
篇
。
楚
懐
玉
大
夫
、
有
列
惇
。

唐
勅
賦
四
篇
。
楚
人
。

宋
玉
賦
十
六
篇
。
楚
人
、
輿
唐
勤
並
時
、
在
屈
原
後
也
。

(
『
漢
書
』
巻
三
十
嚢
文
志
)

一
般
に
「
楚
辞
」
の
旗
手
と
さ
れ
る
屈
原
は
戦
国
時
代
に
楚
の
懐
王
に
仕
え
た

と
言
わ
れ
て
い
る
が
、
こ
の
「
屈
原
」
の
名
も
文
献
上
に
現
れ
る
の
は
、
戦
国
時

代
と
は
は
る
か
に
時
代
を
隔
て
た
漢
代
に
入
っ
て
か
ら
で
あ
る
。
瀧
川
亀
太
郎
は

渡

ヌヨに
占土

来己

遺

『
史
記
曾
注
考
証
』

の
中
で
「
愚
按
、
屈
原
事
跡
、
先
秦
諸
書
絶
不
録
之
、
始
見

買
生
弔
文
。
史
公
蓋
依
准
南
離
騒
惇
述
之
、
不
探
求
其
顛
末
、
故
多
輿
楚
辞
不
合
、

又
血
ハ
園
策
不
合
。
(
愚
按
ず
る
に
、
屈
原
の
事
跡
、
先
秦
諸
書
絶
え
て
之
を
録
せ

ざ
る
に
、
始
め
て
買
生
の
弔
文
に
見
え
る
。
史
公
蓋
し
准
南
の
離
騒
停
に
依
り

て
之
を
述
べ
、
其
の
顛
末
を
探
求
せ
ず
、
故
に
多
く
楚
辞
と
合
せ
ず
、
又
た
園
策

と
合
せ
ず
。
)
」
(
巻
二
四
屈
原
貫
生
列
惇
)
と
指
摘
し
て
い
る
よ
う
に
、
『
史
記
』

に
お
い
て
は
じ
め
て
「
屈
原
」
の
名
を
文
献
上
に
認
め
る
こ
と
が
で
き
る
。
小
南

一
郎
氏
は
か
つ
て
こ
の
指
摘
を
引
用
し
て
、
屈
原
と
い
う
人
物
は
実
在
し
た
人
物

で
は
な
く
、
生
み
出
さ
れ
た
人
物
像
で
あ
ろ
う
こ
と
を
述
べ
ら
れ
た

(
1
)
0

ま
た

氏
は
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
に
お
い
て
、
「
楚
辞
」
諸
作
品
の
編
年
問
題

の
論
を
展
開
さ
れ
る
に
あ
た
り
、
文
学
作
品
と
し
て
の
「
楚
辞
」
と
屈
原
伝
説
と

を
切
り
離
し
て
理
解
し
よ
う
と
す
る
試
み
が
民
国
時
代
の
胡
適
に
は
じ
ま
り
、
廟
伊

平
、
何
天
行
、
朱
東
潤
、
岡
村
繁
、
口
当
広
回
目
出
品

g
各
氏
が
そ
の
立
場
か
ら
楚

辞
編
年
問
題
を
論
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
も
言
及
し
、
そ
の
う
え
で
、
「
「
離
騒
」

は
楚
辞
文
芸
の
中
期
の
作
品
で
あ
り
、
楚
辞
文
芸
の
流
れ
全
体
の
中
で
も
、
も
っ

と
も
優
れ
た
質
を
備
え
た
も
の
」
と
述
べ
て
お
ら
れ
る

(
2
)
O



j度

z!$. 
主L

遺

紀

だ
が
、
こ
れ
か
ら
本
論
で
述
べ
よ
う
と
す
る
こ
と
は
、
屈
原
と
い
う
人
物
の
詳

細
で
も
楚
辞
諸
作
品
の
編
年
問
題
で
も
な
く
、
買
誼
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
「
弔
屈

原
文
」
が
屈
原
に
関
す
る
お
そ
ら
く
最
古
の
記
述
で
あ
る
と
い
う
そ
の
事
実
に
つ

い
て
で
あ
り
、
中
原
に
お
け
る
楚
辞
文
義
の
受
容
の
過
程
で
あ
る
。
屈
原
に
関
す

る
言
及
は
『
史
記
』
屈
原
買
生
列
俸
が
残
存
す
る
お
そ
ら
く
最
古
の
史
料
と
し
て

重
視
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
『
史
記
』
に
先
ん
じ
て
買
誼
「
弔
屈
原
文
」
が
屈
原

に
つ
い
て
言
及
し
て
い
る
と
い
う
事
実
に
つ
い
て
今
一
度
考
え
て
み
る
必
要
が
あ

る
だ
ろ
う

(
3
)
O

「
弔
屈
原
文
」

共
承
嘉
恵
分
、
侯
罪
長
沙
。
側
聞
屈
原
号
、
自
沈
氾
羅
。
造
託
湘
流
号
、
敬

弔
先
生
。
遭
世
間
極
分
、
乃
頭
販
身
。
鳴
呼
哀
哉
、
逢
時
不
祥
。
驚
鳳
伏
寵

号
、
鴎
桑
鞠
刻
。
関
茸
尊
額
号
、
議
訣
得
志
。
賢
聖
逆
曳
今
、
方
正
倒
植
。

世
謂
伯
夷
貧
今
、
謂
盗
距
廉
。
莫
邪
為
頓
今
、
鉛
万
為
鈷
。
時
嵯
哩
哩
今
、

生
之
無
故
。
斡
棄
周
鼎
分
賓
康
瓢
、
騰
駕
罷
牛
骨
霧
車
定
櫨
、
嬢
垂
雨
耳
分
服

盤
車
。
章
甫
薦
履
分
、
漸
不
可
久
。
嵯
苦
先
生
号
、
濁
離
此
答
。

訊
目
、
己
副
知
、
園
其
莫
我
知
、
濁
埋
欝
分
其
誰
語
。
鳳
漂
漂
其
高
遁
分
、
夫

国
自
縮
而
遠
去
。
襲
九
淵
之
神
龍
号
、
海
深
潜
以
自
珍
。
禰
融
倫
以
際
慮
号
、

夫
山
一
旦
従
蛙
輿
蛭
頗
。
所
貴
聖
人
之
神
徳
号
、
遠
濁
世
而
自
戒
。
使
膜
撲
可
得

係
罵
号
、
量
云
異
夫
犬
羊
。
般
紛
紛
其
離
此
尤
今
、
亦
夫
子
之
享
也
。
瞬
九

州
而
相
其
君
号
、
何
必
懐
此
都
也
。
鳳
皇
麹
子
千
初
之
上
今
、
覧
恵
輝
而
下

之
。
見
細
徳
之
険
{
徴
}
分
、
揺
増
繭
而
去
之
。
彼
尋
常
之
、
庁
漬
号
、
量
能

容
夫
呑
舟
之
魚
。
横
江
湖
之
纏
鯨
今
、
固
持
制
於
蟻
蟻
。

四

(
共
し
く
嘉
恵
を
承
け
、
罪
を
長
沙
に
挨
つ
。
側
か
に
聞
く
屈
原
、
自
ら
氾

羅
に
沈
む
と
。
造
り
て
湘
流
に
託
し
、
敬
ん
で
先
生
を
弔
う
。
世
の
岡
極
に

遭
い
、
乃
ち
販
の
身
を
碩
せ
り
。
鳴
呼
哀
し
い
か
な
、
時
の
不
祥
に
逢
う
。

驚
鳳
は
伏
貧
し
、
鴎
棄
は
鞠
期
す
。
関
茸
は
尊
額
せ
ら
れ
、
議
訣
は
志
を
得
。

賢
聖
は
逆
曳
せ
ら
れ
、
方
正
は
倒
植
す
。
世
に
伯
夷
を
貧
と
謂
い
，
盗
妬
は

廉
と
為
す
と
謂
い

葉
邪
を
頓
と
為
し
、
鉛
万
を
鈷
と
為
す
。
時
嵯
曝
-
哩

た
り
、
生
の
故
無
き
。
周
鼎
を
斡
棄
し
て
、
康
瓢
を
賓
と
す
。
罷
牛
を
騰
駕

し
て
、
寒
櫨
を
鯵
に
す
。
撲
は
爾
耳
を
垂
れ
て
、
腫
車
に
服
ふ
。
章
甫
を
履

に
薦
き
、
漸
く
久
し
か
る
べ
か
ら
ず
。
嵯
苦
し
き
か
な
先
生
、
濁
り
此
の

各
に
離
う
。

訊
に
日
は
く
、
己
ん
ぬ
る
か
な
、
園
其
れ
我
を
知
る
莫
し
、
濁
り
埋
欝
と

し
て
其
れ
誰
に
か
語
ら
ん
。
鳳
は
漂
漂
と
し
て
其
れ
高
く
遭
き
、
夫
れ
固
よ

り
自
ら
縮
み
て
遠
く
去
る
。
九
淵
を
襲
ぬ
る
の
神
龍
、
吻
と
し
て
深
く
潜
み

以
て
自
ら
珍
と
な
す
。
粥
融
倫
以
て
際
慮
し
、
夫
れ
山
豆
に
鎧
と
蛭
蹟
に
従
わ

ん
や
。
貴
ぶ
所
は
聖
人
の
神
徳
、
濁
世
に
遠
ざ
か
り
て
自
ら
戴
る
。
鋲
擦
を

し
て
係
ぎ
て
轄
す
を
得
べ
か
ら
し
む
は
、
山
豆
に
夫
れ
犬
羊
に
異
な
る
と
云
わ

ん
や
。
般
紛
紛
と
し
て
其
れ
此
の
尤
に
離
う
は
、
亦
た
夫
子
の
事
な
る
か
。

九
州
を
購
て
其
の
君
を
相
け
て
、
何
ぞ
必
ず
此
の
都
を
懐
は
ん
や
。
鳳
皇
千

初
の
上
を
期
り
、
恵
輝
を
覧
て
之
に
下
る
。
細
徳
の
険
{
徴
]
を
見
て
、
揺

増
繭
し
て
之
を
去
る
。
彼
の
尋
常
の
苛
漬
、
量
に
能
く
夫
の
呑
舟
の
魚
を
容

れ
ん
や
。
江
湖
に
横
た
わ
る
纏
鯨
、
回
よ
り
終
に
蟻
蟻
に
制
せ
ら
れ
ん
や
。
)

(
『
史
記
』
巻
八
四
屈
原
貫
生
列
簿
)



ま
ず
形
式
の
面
か
ら
述
べ
る
と
、
こ
の
作
品
で
は
「
楚
辞
」
の
特
色
で
あ
る
と

さ
れ
る
助
字
の
「
令
」
字
が
全
篇
を
通
し
て
多
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
「
訊
日
」

の
後
に
続
く
「
己
失
、
園
其
莫
我
知
」
は
、
「
離
騒
」
の
「
乱
日
、
己
実
、
園
亡

人
莫
我
知
也
」
の
句
を
訪
併
さ
せ
、
こ
こ
は
明
ら
か
に
「
離
騒
」
の
乱
辞
を
踏
ま

え
た
も
の
で
あ
る
と
言
っ
て
よ
い
だ
ろ
う
。
ま
た
、
そ
の
内
容
は
「
世
の
同
極
に

遭
」
っ
て
命
を
落
と
す
こ
と
に
な
っ
た
屈
原
の
不
遇
と
、
「
時
の
不
祥
に
逢
」
つ

て
左
達
さ
れ
て
長
沙
停
と
な
っ
た
買
誼
自
身
の
境
遇
と
を
重
ね
て
嘆
く
も
の
で
あ

り
、
作
品
の
随
所
に
鳥
獣
の
比
聡
を
多
く
交
え
る
と
い
う
修
辞
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て

い
る
。と

こ
ろ
で
、
少
し
話
題
が
そ
れ
る
が
『
文
選
』
に
は
買
誼
の
「
弔
屈
原
文
」
の

ほ
か
、
顔
延
之
の
「
祭
屈
原
文
」
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。
顔
延
之
は
劉
宋
の
文
人

で
あ
り
、
前
漢
は
じ
め
の
買
誼
と
は
約
六
百
年
と
時
代
を
隔
て
て
い
る
わ
け
で
は

あ
る
が
、
こ
の
二
作
品
を
比
較
す
る
と
貰
詮
「
弔
屈
原
文
」
に
お
け
る
あ
る
現
象

(
あ
る
い
は
特
徴
)
が
顕
著
に
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
の
で
あ
る
。

「
祭
屈
原
文
」

惟
有
宋
五
年
月
日
，
湘
州
刺
史
呉
郡
張
部
。
恭
承
帝
命
，
建
旗
奮
楚
.
訪
懐

沙
之
淵
，
得
指
楓
之
浦
.
関
節
羅
津
，
蟻
舟
泊
渚
.

乃
遣
戸
曹
嫁
某
，
敬
祭

故
楚
三
間
大
夫
屈
君
之
霊
.

蘭
薫
而
擢
，
玉
緩
則
折
.
物
忌
堅
芳
，
人
語
明
潔
.

温
風
怠
時
，
飛
霜
急
節
.
巌
芋
選
紛
，
昭
懐
不
端
.
謀
折
儀
尚
，
貞
蔑
淑
蘭
.

日
若
先
生
，
逢
辰
之
扶
.

身
紹
器
開
，
迩
遍
湘
干
.

比
物
茎
蒜
，
連
類
龍
驚
.
撃
溢
金
石
，
志
華
日
月
.

知
彼
樹
芳
，
賞
穎
賞
委
.
望
泊
心
歌
，
轄
羅
思
越
.
蒋
用
可
塵
，
昭
忠
難
関
.

漢
代
の
「
楚
辞
」
の
イ
メ
ー
ジ

(
惟
れ
有
宋
の
五
年
月
日
、
湘
州
刺
史
呉
郡
の
張
部
、
恭
し
く
帝
命
を
承
け
、

旗
を
奮
楚
に
建
つ
、
懐
沙
の
淵
を
訪
れ
、
揖
楓
の
浦
を
得
、
節
を
羅
漕
に
調

め
、
舟
を
泊
渚
に
蟻
す
。
乃
ち
戸
曹
嫁
某
を
遣
わ
し
、
敬
み
て
故
の
楚
の
三

聞
大
夫
屈
君
の
霊
を
祭
ら
し
む
。

蘭
は
薫
し
く
し
て
擢
け
、
玉
は
績
に
し
て
則
ち
折
る
。
物
は
堅
芳
を
忌
み
、

人
は
明
潔
を
詳
む
。
日
に
先
生
の
若
き
、
辰
の
扶
く
る
に
逢
う
。
温
風
は
時

を
怠
り
、
飛
霜
は
節
を
急
に
す
。
嘉
芋
紛
を
違
え
，
昭
懐
は
端
し
か
ら
ず
。

謀
は
儀
尚
に
折
か
れ
、
貞
は
淑
蘭
に
蔑
に
さ
る
。
身
は
部
闘
に
絶
ち
、
遮
は

湘
干
に
遍
し
。
物
を
杢
擦
に
比
し
、
類
を
龍
驚
に
連
ぬ
。
撃
は
金
石
に
溢
れ
、

志
は
日
月
よ
り
華
く
。
彼
の
芳
を
樹
う
る
が
若
く
、
賓
に
穎
で
賓
に
護
く
。

泊
に
望
ん
で
心
は
歌
み
、
羅
を
謄
て
思
ひ
越
ゆ
。
籍
用
は
塵
す
べ
き
も
、
昭

忠
は
開
き
難
し
。
)

(
『
文
選
』
巻
六
O
)

顔
延
之
「
祭
屈
原
文
」
は
、
湘
州
刺
史
と
し
て
楚
の
地
に
赴
任
し
た
張
部
の
依

頼
に
よ
っ
て
制
作
さ
れ
た
祭
文
で
あ
る
。
こ
の
作
品
は
「
楚
辞
」
に
関
連
す
る
語

棄
が
多
く
用
い
ら
れ
て
い
る
。
例
え
ば
、
屈
原
が
自
殺
を
図
っ
た
泊
羅
の
地
を
意

味
す
る
「
羅
浬
」
「
泊
渚
」
、
あ
る
い
は
「
望
泊
」
「
謄
羅
」
、
屈
原
の
役
職
を
示
す

「
楚
三
聞
大
夫
」
、
屈
原
に
関
連
す
る
人
物
を
示
す
「
昭
懐
(
昭
王
・
懐
王
)
」
「
儀

尚
(
張
儀
・
新
尚
)
」
「
淑
蘭
(
子
板
・
子
蘭
)
」
、
ま
た
「
部
関
」
と
い
っ
た
地
名

な
ど
、
屈
原
の
故
事
に
ま
つ
わ
る
固
有
名
詞
の
ほ
か
、
楚
辞
諸
作
品
に
関
連
す
る

「
懐
沙
」
や
「
揖
楓
」
と
い
っ
た
語
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。
さ
ら
に
、
楚
辞
諸
作

品
の
特
徴
と
し
て
挙
げ
ら
れ
る
こ
と
の
多
い
香
草
表
現
が
作
中
に
存
在
し
て
い
る

こ
と
も
注
意
す
べ
き
点
で
あ
る
。
例
え
ば
、
「
蘭
薫
而
擢
，
玉
績
則
折
」
で
は
香

一
五
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草
と
玉
の
対
句
が
気
高
い
も
の
の
比
聡
と
し
て
用
い
ら
れ
、
続
い
て
「
物
忌
堅
芳
，

人
韓
明
潔
」
と
し
て
「
堅
芳
」
す
な
わ
ち
玉
の
堅
さ
と
香
草
の
芳
し
さ
と
い
う
美

質
ゆ
え
に
人
か
ら
疎
ま
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
い
る
。
ま
た
「
比
物

茎
諜
，
連
類
龍
鷲
」
の
対
句
で
は
屈
原
が
自
身
を
香
草
と
龍
や
驚
(
鳳
風
の
一
種
)

に
聡
え
た
こ
と
に
つ
い
て
触
れ
、
「
知
彼
樹
芳
，
賓
穎
賓
麓
」
で
は
前
の
二
句
を

受
け
て
、
「
撃
(
名
声
)
」
と
「
志
」
を
香
草
に
聡
え
て
い
る
。

楚
辞
諸
作
品
に
は
し
ば
し
ば
香
草
表
現
が
見
ら
れ
、
例
え
ば
「
離
騒
」
に
お
い

て
は
「
雇
江
離
輿
砕
主
今
、
籾
秋
蘭
以
矯
侃
(
江
離
と
砕
主
と
を
雇
り
、
秋
蘭
を

籾
い
で
以
て
侃
と
矯
す
)
」
「
朝
奉
批
之
木
蘭
今
、
タ
撹
洲
之
宿
葬
(
朝
に
枇
の
木

蘭
を
奉
り
、
タ
に
洲
の
宿
葬
を
撹
る
)
」
「
余
既
滋
蘭
之
九
腕
今
、
又
樹
憲
之
百
畝

(
余
既
に
蘭
を
滋
う
る
こ
と
九
暁
に
、
又
憲
を
樹
う
る
こ
と
百
畝
な
り
)
」
「
朝
飲

木
蘭
之
墜
露
分
、
タ
餐
秋
菊
之
落
英
(
朝
に
木
蘭
墜
露
を
飲
み
、
タ
に
秋
菊
の
落

英
を
餐
う
)
」
な
ど
そ
の
例
は
枚
挙
に
暇
が
無
く
、
こ
の
こ
と
は
い
ま
改
め
て
指

摘
す
る
こ
と
で
も
な
い
だ
ろ
う
。
香
草
が
「
楚
辞
」
文
書
を
構
成
す
る
重
要
な
要

素
で
あ
る
と
い
う
こ
と
は
、
「
楚
辞
」
に
対
す
る
一
般
的
な
理
解
と
言
え
る
。

し
か
し
、
先
に
述
べ
た
買
誼
「
弔
屈
原
賦
」
で
は
、
そ
の
香
草
が
作
中
に
は
一

切
登
場
し
て
い
な
い
。
も
う
一
度
「
弔
屈
原
文
」
を
見
直
せ
ば
分
か
る
こ
と
で
あ

る
が
、
あ
る
の
は
作
品
全
体
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
鳥
獣
の
描
写
で
あ
る
。
例
え
ば
、

「
鷲
鳳
伏
鼠
号
、
鴎
桑
鞠
期
」
の
「
驚
鳳
」
「
鴎
桑
」
、
「
騰
駕
罷
牛
令
惨
寒
騒
、
撲

垂
雨
耳
分
服
盤
車
」
の
「
罷
牛
」
「
寒
騒
」
「
膜
」
、
「
鳳
漂
漂
其
高
蓬
今
」
の
「
鳳
」
、

「
襲
九
淵
之
神
龍
分
」
の
「
神
龍
」
、
「
嬬
融
倫
以
隠
慮
分
」
の
「
融
倫
」
、
「
夫
量

従
鎧
奥
蛭
蹟
」
の
「
鎧
」
「
蛭
蝦
」
、
「
使
膜
膜
可
得
係
罵
分
」
の
「
蝶
蝶
」
、
「
量

云
異
夫
犬
羊
」
の
「
犬
羊
」
「
鳳
皇
期
子
千
初
之
上
分
」
の
「
鳳
皇
」
、
「
量
能
容

一
六

夫
呑
舟
之
魚
」
の
「
魚
」
、
「
横
江
湖
之
纏
鯨
分
」
の
「
纏
鯨
」
、
「
固
持
制
於
蟻
蟻
」

の
「
蟻
嬢
」
と
、
作
品
全
体
に
鳥
獣
が
ち
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
。
「
弔
屈
原
文
」

の
作
中
に
香
草
を
示
す
語
句
が
存
在
せ
ず
、
代
わ
り
に
鳥
獣
が
多
く
登
場
し
て
い

る
こ
の
現
象
か
ら
一
体
何
が
考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
か
。

買
誼
を
「
弔
屈
原
文
」
に
お
い
て
単
に
屈
原
を
弔
う
旨
を
述
べ
た
だ
け
で
は
な

く
、
そ
の
本
文
を
屈
原
の
作
と
さ
れ
る
「
離
騒
」
に
模
し
て
い
た
こ
と
は
、
「
令
」

字
や
「
離
騒
」
の
句
を
引
用
し
た
乱
辞
の
存
在
か
ら
十
分
に
窺
い
知
る
こ
と
が
出

来
る
。
そ
し
て
、
作
品
全
篇
に
散
り
ば
め
ら
れ
て
い
る
こ
の
鳥
獣
の
描
写
も
ま
た

「
離
騒
」
を
模
し
た
結
果
で
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
後
世
の
我
々
に
と
っ

て
「
離
騒
ら
し
さ
」
「
楚
辞
ら
し
さ
」
を
考
え
る
と
き
、
先
ほ
ど
の
顔
延
之
に
同

じ
く
香
草
表
現
は
大
き
な
存
在
感
を
持
っ
て
い
る
だ
ろ
う
。
だ
が
、
買
誼
に
と
っ

て
も
、
こ
の
香
草
表
現
は
「
離
騒
ら
し
さ
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
「
ら
し
さ
」

と
は
最
初
か
ら
自
明
の
存
在
と
し
て
そ
こ
に
あ
る
も
の
で
は
な
く
、
何
を
「
ら
し

さ
」
と
し
て
受
容
す
る
か
は
受
容
す
る
側
に
委
ね
ら
れ
た
い
わ
ば
可
塑
的
な
も
の

で
あ
る
。
買
詮
が
屈
原
と
い
う
人
物
の
伝
承
お
よ
び
「
離
騒
」
を
は
じ
め
と
し
た

「
楚
辞
」
文
芸
を
知
っ
た
と
き
、
買
誼
は
は
た
し
て
何
を
「
楚
辞
ら
し
さ
」
と
し

て
受
け
止
め
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

2
、
「
楚
辞
ら
し
さ
」
と
し
て
の
香
草
表
現

買
誼
「
弔
屈
原
文
」
と
顔
延
之
「
祭
屈
原
文
」
を
比
較
し
た
際
に
、
買
誼
「
弔

屈
原
文
」
に
は
香
草
表
現
が
一
切
見
ら
れ
ず
、
鳥
獣
の
描
写
が
繰
り
返
し
描
か
れ

て
い
る
と
い
う
特
徴
が
浮
か
び
上
が
っ
て
く
る
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。



こ
の
要
因
に
つ
い
て
考
え
る
と
、
次
の
よ
う
に
推
論
で
き
る
。
買
誼
が
「
離
騒
」

全
篇
に
ち
り
ば
め
ら
れ
た
香
草
表
現
か
ら
「
離
騒
ら
し
さ
」
と
し
て
受
け
止
め
た

の
は
、
香
草
表
現
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
作
品
全
篇
に
何
か
の
描
写
を
散
り
ば
め

る
と
い
う
修
辞
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
、
と
。
貰
誼
に
と
っ
て
の
「
離
騒
ら
し

さ
」
が
こ
の
修
辞
に
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
「
弔
屈
原
文
」
に
は
鳥
獣
の
描
写
を
全

篇
に
散
り
ば
め
る
と
い
う
修
辞
が
ほ
ど
こ
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
か
。

も
ち
ろ
ん
、
「
弔
屈
原
文
」
の
作
品
中
に
香
草
表
現
が
見
ら
れ
な
い
こ
と
が
、
買

誼
が
香
草
表
現
を
「
離
騒
」
の
特
徴
と
し
て
事
受
し
て
は
い
な
い
と
い
う
こ
と
に

な
る
わ
け
で
は
な
い
。
作
品
を
読
ん
で
何
か
を
特
徴
と
し
て
受
容
す
る
こ
と
と
そ

の
作
者
の
弔
文
を
書
く
こ
と
は
、
別
の
行
為
で
あ
る
。
し
か
し
、
「
離
騒
」
を
模

す
意
図
が
見
ら
れ
る
「
弔
屈
原
文
」
に
お
い
て
、
鳥
獣
を
用
い
た
表
現
が
「
弔
屈

原
文
」
の
作
品
の
随
所
に
用
い
ら
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
買
誼
が
よ
り
「
離

騒
ら
し
さ
」
を
見
出
し
た
の
は
香
草
そ
の
も
の
で
は
な
く
、
そ
の
修
辞
技
法
で
あ
っ

た
と
言
う
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

貰
誼
が
「
弔
屈
原
文
」
を
書
い
た
時
点
で
香
草
表
現
そ
の
も
の
を
「
離
騒
ら
し

さ
」
と
し
て
は
認
め
て
い
な
か
っ
た
と
す
れ
ば
、
香
草
表
現
は
い
つ
か
ら
「
離
騒

ら
し
さ
」
あ
る
い
は
「
楚
辞
ら
し
さ
」
と
し
て
の
地
位
を
獲
得
し
た
の
で
あ
ろ
う

か
。
買
誼
「
弔
屈
原
文
」
以
降
の
楚
辞
文
芸
に
お
け
る
香
草
表
現
に
対
す
る
反
応

に
つ
い
て
時
代
を
追
っ
て
見
て
い
く
こ
と
で
、
そ
の
概
観
を
見
出
す
こ
と
が
出
来

る
だ
ろ
、
っ
。

買
詮
に
は
「
弔
屈
原
文
」
の
ほ
か
に
「
鵬
鳥
賦
」
と
い
う
作
品
が
残
さ
れ
て
い

る
。
こ
の
「
鵬
烏
賦
」
は
そ
の
題
が
示
す
が
ご
と
く
鵬
鳥
を
中
心
に
描
く
作
品
で
、

そ
の
序
文
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
語
っ
て
い
る
。

漢
代
の
「
楚
辞
」
の
イ
メ
ー
ジ

誼
為
長
沙
王
惇
。
三
年
有
鵬
鳥
、
飛
入
誼
舎
、
止
於
坐
隅
。
鵬
似
鵠
、
不
祥

鳥
也
。
誼
既
以
誕
居
長
沙
。
長
沙
卑
議
。
誼
自
傷
悼
、
以
為
毒
不
得
長
。
遁

為
賦
以
自
康
、
其
辞
日
:
・

(
誼
長
沙
王
の
偉
と
為
る
。
三
年
に
し
て
鵬
烏
有
り
、
飛
び
て
誼
の
舎
に
入

り
、
坐
隅
に
止
る
。
騰
は
鳴
に
似
、
不
祥
の
鳥
な
り
。
誼
は
既
に
謎
せ
ら
れ

た
る
を
以
て
長
沙
に
居
る
。
長
沙
は
卑
混
な
り
。
誼
自
ら
傷
悼
し
て
、
以

為
へ
ら
く
毒
長
き
を
得
じ
、
と
。
遁
ち
賦
を
為
り
て
以
て
自
ら
贋
む
。
其
の

辞
に
日
は
く
・
・
・
)

(
『
文
選
』
巻
十
三
)

い
ま
序
文
の
み
を
引
用
し
た
が
、
「
鵬
鳥
賦
」
は
、
長
沙
王
博
と
な
っ
た
買
誼

の
も
と
に
不
吉
な
鳥
で
あ
る
鵬
鳥
が
訪
れ
て
き
た
出
来
事
を
詠
ん
だ
作
品
で
、
序

文
本
文
を
含
め
て
作
中
に
は
香
草
表
現
は
見
ら
れ
ず
、
「
鵬
鳥
」
、
ま
さ
に
鳥
の
み

に
焦
点
を
当
て
て
い
る
。
こ
の
「
鵬
鳥
賦
」
お
よ
び
前
述
の
「
弔
屈
原
文
」
か
ら
、

買
誼
に
と
っ
て
「
楚
」
と
い
う
土
地
の
イ
メ
ー
ジ
は
鳥
と
強
く
結
び
つ
け
ら
れ
て

い
る
も
の
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
(
4
E

さ
て
次
に
買
誼
よ
り
お
よ
そ
三
十
年
の
ち
に
生
ま
れ
た
准
南
王
劉
安
の
「
招
隠

土
」
を
見
て
み
よ
う
。

「
招
隠
士
」

桂
樹
叢
生
守
山
之
幽

健
室
免
連
峰
今
枝
相
捺

実谷
クミL
M 

山
気
寵
山
従
分
石
嵯
峨

薪
巌
分
水
曾
波

猿
数
輩
暗
号
虎
豹
嘩

馨
援
桂
枝
分
柳
掩
留

七
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王
孫
遊
分
不
蹄

歳
暮
分
不
自
聯

螺
蛤
鳴
守
歌
歌

春
草
生
分
萎
妻

AHJ
乳
山
曲
弗

心
海
留
守
桐
慌
忽

間
分
吻

僚
分
栗

虎
豹
穴

叢
薄
深

林
分
人
上
傑

属
臥
史
寸
碕
議
令

梱
碑
碗
硫

樹
輸
相
糾
今
林
木
夜
凱

青
疹

雑
樹
分
漬
草
露
鹿

白
鹿
屠
震
分
或
騰
或
情

吠
克
蛤
蛤
分
峨
峨

凄
凄
AHt

瀧
、設

繍
猿
A
7
熊
罷
…

慕
類
分
以
悲

馨
援
桂
枝
分
柳
掩
留

禽
獣
骸
分
亡
其
曹

虎
豹
闘
分
熊
農
地

王
孫
分
蹄

来

山
中
分
不
可
以
久
留

(
桂
樹
叢
生
せ
り
山
の
幽

僅
寒
連
蜂
と
し
て
枝
相
緩
う

山
気
寵
夜
と
し

て
石
嵯
峨
た
り

籍
谷
間
斬
巌
と
し
て
水
波
を
曾
ぬ

猿
抗
霊
平
嘱
し
て
虎
豹

は
嘩
ゆ

桂
枝
を
馨
援
し
て
柳
か
掩
留
す

王
孫
遊
ん
で
蹄
ら
ず

春
草
生

じ
て
萎
萎
た
り

歳
暮
れ
て
自
ら
柳
ん
ぜ
ず

臆
蛤
鳴
き
て
歌
歌
た
り

と
し
て
乳
た
り
山
は
曲
弗
す

心
は
掩
留
し
て
伺
と
し
て
慌
忽
た
り

同
と

し
て
吻
た
り

僚
と
し
て
栗
た
り

虎
豹
の
穴

叢
薄
と
深
林
と
人
は
上
り

て
陳
る

録
写
碕
議
と
し
て

咽
碍
硯
硫
た
り

樹
輪
相
糾
い
林
木
夜
凱
た

り

青
疹
樹
に
雑
り
積
草
震
廃
た
り

白
鹿
と
磨
慶
た
り
或
い
は
騰
り
或
い

は
侍
る

扶
児
は
蛤
蛤
と
し
て
峨
峨
た
り

凄
凄
と
し
て
瀧
縦
た
り

繍
2侯

と
熊
窯
と
あ
り
て

類
を
慕
ひ
て
以
て
悲
し
む

桂
枝
を
馨
援
し
て
柳
か
掩

留
す

虎
豹
は
闘
い
熊
窯
は
砲
ゆ

禽
獣
は
骸
き
て
其
の
曹
を
亡
、
っ

王
孫

よ
締
り
来
た
れ

山
中
は
以
て
久
し
く
留
る
べ
か
ら
ず
)

(
『
楚
辞
補
注
』
)

『
准
南
子
』
の
編
者
で
あ
る
准
南
王
劉
安
の
「
招
隠
士
」
詩
は
、
後
漢
の
王
逸

が
注
し
た
『
楚
辞
章
句
』
に
収
め
ら
れ
て
い
る
。
冒
頭
「
桂
樹
叢
生
分
山
之
幽
」
と
、

人

挟

欝
蒼
と
茂
っ
た
「
桂
樹
」
の
描
写
か
ら
始
ま
り
、
生
い
茂
る
植
物
が
作
中
に
多
く

描
き
出
さ
れ
て
い
る
。
王
逸
が
こ
の
「
桂
樹
」
に
「
桂
樹
茶
香
、
以
興
屈
原
之
忠

良
也
(
桂
樹
芽
香
以
て
屈
原
の
忠
良
を
興
す
る
な
り
)
」
と
注
し
て
い
る
よ
う
に

桂
樹
は
香
草
に
類
さ
れ
る
植
物
で
あ
る
。
こ
の
「
桂
樹
」
に
関
す
る
描
写
の
ほ
か
、

「
春
草
生
令
萎
妻
」
の
「
春
草
」
、
「
青
疹
雑
樹
分
彊
草
一
寵
廃
」
の
「
青
渉
」
「
漬
草
」

と
い
っ
た
植
物
が
描
か
れ
て
い
る
。
そ
の
一
方
で
、
「
虎
豹
」
「
白
鹿
」
「
繍
狼
」
「
熊

罷
こ
な
ど
、
山
林
に
生
息
す
る
様
々
な
鳥
獣
も
こ
の
「
招
隠
士
」
に
登
場
し
て
い

る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。

時
代
を
後
漢
に
下
る
と
、
王
逸
は
「
離
騒
」
の
序
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ

て
い
る
。

挟

《
離
騒
》
之
文
、
依
《
詩
》
取
興
、
引
類
睦
言
論
。
故
善
鳥
香
草
、
以
配
忠
貞
、

悪
禽
臭
物
、
以
比
謙
信
。
霊
惰
美
人
、
以
娘
於
君
。

(
「
離
騒
」
の
文
，
「
詩
」
に
依
り
て
興
を
取
り
、
類
を
引
き
て
諭
を
警
ゆ
。

故
に
善
鳥
香
草
、
以
て
忠
貞
に
配
す
。
悪
禽
臭
物
、
以
て
議
候
に
比
す
。
霊

惰
美
人
、
以
て
君
に
娘
す
。
)

(
『
楚
辞
章
句
』
「
離
騒
経
」
王
逸
序
」
)

王
逸
は
こ
こ
で
、
「
離
騒
」
の
特
徴
は
『
詩
経
』
に
由
来
す
る
「
興
」
す
な
わ

ち
比
聡
で
あ
り
、
鳥
と
香
草
(
あ
る
い
は
匂
い
草
)
そ
し
て
美
人
(
あ
る
い
は
霊

惰
)
が
そ
の
代
表
的
な
比
聡
で
あ
る
と
明
言
し
て
い
る
。
「
楚
辞
」
に
関
す
る
最

も
古
い
注
で
あ
る
こ
の
王
逸
の
発
言
が
、
後
の
「
楚
辞
」
受
容
に
多
大
な
影
響
を

与
え
て
い
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
こ
と
で
あ
る
が
、
こ
こ
で
も
「
離
騒
」
の



特
徴
と
し
て
香
草
表
現
の
み
を
取
り
上
げ
る
の
で
は
な
く
、
烏
・
香
草
・
美
人
が

「
離
騒
」
の
三
要
素
と
し
て
並
列
に
指
摘
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
注
意
せ
ね
ば
な
ら

為、、
s
n
v

#
h
u

し以
上
、
概
略
で
は
あ
る
が
「
楚
辞
」
に
関
連
す
る
作
品
か
ら
「
楚
辞
ら
し
さ
」

が
ど
の
よ
う
に
受
容
さ
れ
て
い
た
か
に
つ
い
て
見
て
き
た
。
こ
こ
で
、
こ
れ
ま
で

例
に
挙
げ
て
き
た
作
品
を
時
代
順
に
整
理
し
て
み
よ
う
。
前
漢
の
初
め
に
買
誼
は

「
弔
屈
原
文
」
に
鳥
獣
の
描
写
を
多
く
用
い
、
続
い
て
准
南
王
が
「
招
隠
士
」
に

植
物
と
鳥
獣
を
多
く
登
場
さ
せ
た
。
さ
ら
に
王
逸
は
「
離
騒
序
」
で
「
離
騒
」
の

文
の
特
徴
と
し
て
鳥
と
香
草
お
よ
び
美
人
を
比
聡
に
用
い
て
い
る
と
指
摘
し
、
そ

れ
か
ら
さ
ら
に
時
代
を
下
っ
た
劉
宋
の
顔
延
之
は
「
祭
屈
原
文
」
の
作
品
中
で
直

接
あ
る
い
は
間
接
表
現
を
含
め
香
草
に
関
わ
る
表
現
を
全
編
に
用
い
る
一
方
で
、

鳥
獣
に
つ
い
て
は
わ
ず
か
に
「
比
物
茎
譲
，
連
類
龍
驚
」
と
し
て
屈
原
が
わ
が
身

を
香
草
と
龍
や
驚
(
鳳
風
の
一
種
)
に
喰
え
た
と
言
及
す
る
の
み
で
あ
る
。

こ
こ
ま
で
挙
げ
て
き
た
諸
作
品
群
は
、
香
草
表
現
が
「
離
騒
ら
し
さ
」
ま
た
「
楚

辞
ら
し
さ
」
と
し
て
定
着
し
て
い
く
過
程
と
し
て
見
る
こ
と
が
出
来
る
の
で
は
な

い
だ
ろ
う
か
。
す
な
わ
ち
「
離
騒
ら
し
さ
」
「
楚
辞
ら
し
さ
」
と
は
絶
対
的
な
も

の
で
は
な
く
、
徐
々
に
形
成
さ
れ
て
い
く
も
の
で
あ
り
、
ま
た
後
に
「
ら
し
さ
」

と
し
て
受
容
す
る
の
は
既
に
形
成
さ
れ
た
先
入
観
・
固
定
概
念
の
影
響
が
大
き

か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
香
草
表
現
が
「
楚
辞
」
の
特
徴
で
あ
る
と
聞
い
て
か
ら

「
楚
辞
」
に
関
連
す
る
作
品
を
読
ん
で
「
楚
辞
」
を
模
倣
し
た
作
品
を
作
る
こ
と
は
、

そ
れ
を
知
ら
ず
に
読
ん
で
「
楚
辞
」
的
な
作
品
を
作
ろ
う
と
す
る
こ
と
と
で
は
、

自
ず
と
そ
の
結
果
も
異
な
っ
て
く
る
は
ず
で
あ
る
。

買
誼
が
屈
原
に
つ
い
て
初
め
て
言
及
し
た
こ
と
を
考
慮
に
い
れ
る
な
ら
ば
、
買

漢
代
の
「
楚
辞
」
の
イ
メ
ー
ジ

誼
の
時
代
に
は
い
ま
だ
香
草
表
現
が
「
離
騒
ら
し
さ
」
「
楚
辞
ら
し
さ
」
と
し
て

定
型
化
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
可
能
性
は
高
い
だ
ろ
う
。
長
沙
と
い
う
未
知
の
地

に
左
遷
さ
れ
た
買
誼
に
と
っ
て
、
当
地
の
文
学
文
芸
に
対
し
て
抱
い
た
イ
メ
ー
ジ

は
香
草
で
は
な
く
鳥
獣
で
あ
り
、
そ
の
鳥
獣
を
作
品
の
随
所
に
も
た
ら
す
修
辞
で

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
そ
の
後
、
買
誼
か
ら
准
南
王
劉
安
そ
し
て
王
逸
と
時
代
の

経
過
と
と
も
に
、
香
草
表
現
が
「
楚
辞
ら
し
さ
」
と
し
て
認
識
さ
れ
、
「
ら
し
さ
」

と
し
て
定
型
化
さ
れ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

3
、
中
原
に
お
け
る
「
楚
辞
」

の
受
容
過
程

買
誼
の
時
代
か
ら
准
南
王
そ
し
て
王
逸
と
時
代
の
経
過
と
と
も
に
、
香
草
表
現

が
「
楚
辞
ら
し
さ
」
と
し
て
見
出
さ
れ
認
識
さ
れ
て
い
く
よ
う
に
、
漢
か
ら
後
漢

の
時
代
は
ま
さ
に
楚
辞
文
芸
が
漢
王
朝
(
中
原
)
に
浸
透
し
て
い
く
時
代
で
あ
る

と
言
え
る
だ
ろ
う
。
前
章
で
は
香
草
表
現
を
め
ぐ
っ
て
、
漢
か
ら
後
漢
に
か
け
て

を
見
て
き
た
が
、
こ
の
章
で
は
『
史
記
』
『
漢
書
』

の
比
較
か
ら
「
楚
辞
」
受
容

の
様
相
に
つ
い
て
概
観
し
て
い
こ
う
。

司
馬
遷
『
史
記
』
は
前
漢
の
武
帝
期
す
な
わ
ち
紀
元
前
九
七
年
に
、
班
聞
の
『
漢

書
』
は
後
漢
初
期
す
な
わ
ち
紀
元
八

O
年
に
そ
れ
ぞ
れ
成
っ
て
い
る
。
可
馬
選
は

「
招
隠
士
」
の
作
者
で
あ
る
准
南
王
劉
安
と
同
時
代
人
で
あ
り
、

一
方
、
後
漢
の

班
固
と
玉
逸
で
は
卒
年
が
お
よ
そ
五
十
年
、
班
国
の
ほ
う
が
早
い
。
漢
の
武
帝
期

に
成
立
し
た
『
史
記
』
と
後
漢
初
期
に
成
立
し
た
『
漢
書
』

の
聞
に
、
ど
の
よ
う

な
楚
辞
文
芸
浸
透
の
い
わ
ゆ
る
タ
イ
ム
ラ
グ
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
で
あ
ろ
う

台、

九



渡

~己
占OL

紀

遺

『
史
記
』
『
漢
書
』
に
お
け
る
「
楚
辞
」
「
屈
原
」
に
関
す
る
記
述
が
見
ら
れ
る

箇
所
は
管
見
の
限
り
で
は
次
の
表
の
通
り
で
あ
る
。

巻
曳S太応A、

朱
誼買 屈原

巻J¥、
巻

貨殖停九列

巻 巻 J¥ 

震惇頁

四

記史

史太応存亡品自3 、 俸酷列吏

屈原貫生

ム
停

巻 巻 揚雄 褒王
司馬遷 雀四 準玉同 朱買臣 買誼

義文志0 

Ji、
巻人

九
巻四

理志地 江被F品九
巻

巻/、七 J¥ 

漢書
上揚雄惇

上買惇四朱臣 届停原頁生巻/'¥ 
惇司馬遷

上四

王褒停

右
の
表
は
「
楚
辞
」
に
関
す
る
記
述
を
、
時
代
順
に
並
べ
直
し
た
も
の
で
あ
る
。

「
屈
原
」
の
語
を
記
載
す
る
最
も
古
い
テ
キ
ス
ト
が
「
弔
屈
原
文
」
で
あ
る
こ
と

は
既
に
述
べ
て
き
た
通
り
で
あ
る
が
、
『
史
記
』
で
は
買
誼
と
そ
の
買
誼
を
取
り

上
げ
た
司
馬
遷
の
太
史
公
自
序
を
除
く
と
、
「
楚
辞
」
に
ま
つ
わ
る
記
述
は
朱
買

臣
の
停
の
み
で
あ
る
。
『
漢
書
』
で
は
司
馬
遷
の
同
時
代
人
で
あ
る
准
南
王
が
加

わ
り
、
さ
ら
に
司
馬
遷
以
降
す
な
わ
ち
『
史
記
』
以
降
で
は
、
「
能
諭
楚
辞
」
す

る
九
江
被
公
を
召
し
た
と
い
う
王
褒
、
ま
た
「
反
離
騒
」
を
著
し
た
と
い
う
揚
雄

が
列
に
加
わ
っ
て
い
る
。
絶
対
数
こ
そ
少
な
い
が
、
『
史
記
』
よ
り
『
漢
書
』
に

お
い
て
「
楚
辞
」
に
関
す
る
記
述
が
増
え
て
い
る
こ
と
は
、
「
楚
辞
」
の
普
及
の

二
O

過
程
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
で
き
、
ま
た
両
書
に
お
い
て
「
楚
辞
」
に
関
す
る
記

述
の
絶
対
数
そ
の
も
の
が
少
な
い
こ
と
は
当
時
の
中
原
文
化
に
と
っ
て
「
楚
辞
」

は
ま
だ
ま
だ
マ
イ
ノ
リ
テ
ィ
で
あ
っ
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

同
内
容
を
扱
う
際
に
も
『
史
記
』
『
漢
書
』
聞
に
は
相
違
点
が
存
在
す
る
。
例

え
ば
、
こ
れ
ま
で
述
べ
て
き
た
買
詮
惇
お
よ
び
買
誼
「
弔
屈
原
文
」
に
焦
点
を
絞

る
と
、
『
史
記
」
『
漢
書
』
の
間
で
、
こ
の
作
品
を
ど
の
よ
う
に
位
置
づ
け
る
か
と

い
う
両
書
の
視
点
の
相
違
が
存
在
す
る
。
「
弔
屈
原
文
」
が
『
史
記
』
の
ほ
か
『
漢

書
』
『
文
選
』
な
ど
に
収
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
先
に
述
べ
た
通
り
で
あ
り
、
こ

れ
ら
の
テ
ク
ス
ト
聞
に
お
い
て
「
分
」
字
の
位
置
と
い
っ
た
異
同
が
存
在
す
る
が
、

最
も
大
き
な
異
同
は
テ
ク
ス
ト
本
文
に
付
さ
れ
た
前
文
の
存
在
で
あ
る
。
『
史
記
」

『
漢
書
』
は
買
誼
が
左
遷
に
よ
っ
て
長
沙
王
太
停
を
命
じ
ら
れ
た
こ
と
を
述
べ
た

あ
と
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
続
け
て
い
る
。

買
生
既
辞
往
行
、
聞
長
沙
卑
淫
。
白
以
毒
不
得
長
、
又
以
適
去
、
意
不
自
得
。

及
渡
湘
水
、
為
賦
以
弔
屈
原
。

(
買
生
既
に
辞
し
て
往
行
し
、
長
沙
の
卑
淫
な
る
を
聞
く
。
自
ら
以
て
害
時
の

長
を
得
ず
、
又
以
て
適
き
去
る
。
意
自
ら
得
ず
。
湘
水
を
渡
る
に
及
び
て
、

賦
を
為
り
て
以
て
屈
原
を
弔
う
。
)

(
『
史
記
』
巻
八
四
屈
原
買
生
列
停
)

也
、
!
被
議
放
逐
、
何
離
間
賦
刈
|
其
終
篇
日
「
己
実
、
国
亡
人
莫
我
知
也
。
」

遂
自
投
江
而
死
。
一
誼
追
傷
之
、
図
以
自
諭
。
其
辞
日
、
:
・



(
誼
既
に
以
て
適
き
去
り
、
意
自
ら
得
、
ざ
る
に
、
湘
水
を
度
る
に
及
び
て
、

賦
を
為
り
て
以
て
屈
原
を
弔
う
。
屈
原
は
楚
の
賢
臣
な
り
。
議
し
て
放
逐
せ

ら
れ
、
離
騒
賦
を
作
り
、
其
の
終
篇
に
日
は
く
「
己
ん
ぬ
る
か
な
、
園
亡
び

て
人
我
を
知
る
も
の
莫
き
な
り
」
と
。
遂
に
自
ら
江
に
投
し
て
死
す
。
誼
之

を
追
傷
し
、
因
り
て
以
て
自
ら
諭
ゆ
。
其
の
僻
に
日
は
く
、

(
『
漢
書
』
巻
四
八
買
詮
停
)

両
書
の
相
違
点
は
大
き
く
二
点
、

(
1
)
『
史
記
』
に
見
ら
れ
た
長
沙
に
対
す
る

嫌
悪
感
を
思
わ
せ
る
「
長
沙
卑
淫
」
の
語
は
『
漢
書
』
に
お
い
て
は
削
ら
れ
て
い

る
こ
と
、

(2)
『
漢
書
』
で
は
、
屈
原
が
楚
か
ら
追
放
さ
れ
て
そ
の
嘆
き
を
「
離

騒
」
に
詠
っ
た
の
だ
と
し
、
ま
た
買
誼
が
自
身
を
屈
原
に
重
ね
て
い
る
こ
と
を
明

言
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
(5)口

『
史
記
』
は
「
太
史
公
自
序
」
な
ど
に
お
い
て
屈
原
の
作
で
あ
る
「
離
騒
」
を

読
ん
だ
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
言
及
す
る
も
の
の
、
ま
た
屈
原
本
停
に
お
い
て
は

(
「
懐
沙
賦
」
の
全
文
引
用
は
あ
る
が
)
「
離
騒
」
に
つ
い
て
は
作
品
の
紹
介
の
み

に
終
始
し
て
い
る
至
。
一
方
、
『
漢
書
』
は
「
弔
屈
原
文
」
の
制
作
に
つ
い
て
買

誼
が
屈
原
に
自
己
投
影
を
し
て
い
る
い
う
積
極
的
な
動
機
付
け
を
行
い
、
「
弔
屈

原
文
」
と
重
複
す
る
「
離
騒
」
の
一
文
を
引
用
す
る
こ
と
で
そ
れ
を
実
証
し
よ
う

と
し
て
い
る
こ
と
が
分
か
る
。
こ
れ
ら
の
比
較
か
ら
、
『
史
記
』
は
中
原
で
は
当

時
あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
屈
原
を
貰
誼
を
通
し
て
紹
介
し
、
『
漢

書
』
は
意
図
的
に
「
弔
屈
原
文
」
を
よ
り
「
離
騒
」
に
接
近
し
た
と
こ
ろ
に
位
置

づ
け
よ
う
と
し
て
い
る
こ
と
が
推
察
で
き
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

漢
代
の
「
楚
辞
」
の
イ
メ
ー
ジ

続
い
て
両
書
の
貨
殖
列
停
と
地
理
志
を
見
て
み
よ
う
。
次
に
、
『
史
記
」
貨
殖

列
停
(
巻
一
二
九
)

の
楚
地
域
に
関
す
る
記
述
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

輿
問
中
、
干
越
雑
俗
、
故
南
楚
好
辞
、
巧
設
少
信
。
江
南
卑
濯
、
丈
夫
早
天
。

多
竹
木
。

と
「
好
辞
(
辞
を
好
む
こ
と
あ
る
の
み
で
、
「
楚
辞
」
と
は
述
べ
て
は
い
な
い
。

一
方
、
『
漢
書
』
で
は
地
理
志
の
「
楚
地
」
の
項
で
、
「
楚
辞
」
に
つ
い
て
の
見
解

が
述
べ
ら
れ
て
い
る
の
で
、
こ
こ
に
引
用
し
よ
う
。

始
楚
賢
臣
屈
原
被
議
放
流
、
作
離
騒
諸
賦
以
自
傷
悼
。
後
有
宋
玉
唐
勤
之
属

慕
而
述
之
、
皆
以
額
名
。
漢
興
、
高
祖
王
兄
子
湧
於
呉
、
招
致
天
下
之
娯
瀞

子
弟
、
枚
乗
・
郷
陽
・
巌
夫
子
之
徒
興
於
文
、
景
之
際
。
而
准
南
王
安
亦
都

毒
春
、
招
賓
客
著
書
。
而
呉
有
巌
助
・
朱
買
臣
、
貴
額
漢
朝
、
文
辞
並
畿
、

故
世
侍
組
辞
。
其
失
巧
而
少
信
。
初
准
南
王
異
圏
中
民
家
有
女
者
、
以
待
詐

士
而
妻
之
、
故
至
今
多
女
而
少
男
。
本
呉
卑
輿
楚
接
比
、
数
相
井
兼
、
故
民

俗
略
向
。

(
始
め
楚
の
賢
臣
屈
原
議
し
て
放
流
せ
ら
れ
、
離
騒
諸
賦
を
作
り
て
以
て
自

ら
傷
悼
す
。
後
に
宋
玉
・
唐
勤
の
属
有
る
に
、
慕
い
て
之
を
述
べ
、
皆
以
て

名
を
顕
す
。
漢
興
り
て
、
高
祖
兄
の
子
湧
を
呉
に
王
た
ら
し
め
、
天
下
の

娯
瀧
た
る
子
弟
を
招
き
致
し
、
枚
乗
・
郷
陽
・
巌
夫
子
の
徒
文
・
景
の
際

に
興
る
。
而
し
て
准
南
王
安
も
亦
た
害
時
春
に
都
し
、
賓
客
を
招
き
て
書
を
著

す
。
市
し
て
呉
に
巌
助
・
朱
買
臣
有
り
て
、
漢
朝
に
貴
顕
し
、
文
辞
並
び
に



渡

~ 
主乙

遺

紀

都民し、

に
世
に
組
辞
を
出
問
、
っ
。
其
の
失
巧
に
し
て
信
少
な
し
。
初
め
准

南
王
国
中
の
民
家
に
女
有
る
者
を
異
と
し
、
以
て
瀞
士
を
待
し
て
之
に
妻

す
。
故
に
今
に
至
り
て
女
多
く
男
少
な
し
。
本
も
と
呉
卑
と
楚
と
接
比
し
、

数
し
ば
相
い
井
わ
せ
兼
ぬ
。
故
に
民
俗
略
ぼ
同
じ
な
り
。
)

(
『
漢
書
』
巻
二
八
地
理
志
下
)

屈
原
の
「
離
騒
」
に
は
じ
ま
っ
た
「
楚
辞
」
文
学
は
呉
楚
地
方
の
文
人
ら
が
漢

の
宮
廷
に
出
入
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
「
漢
朝
」
に
広
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
を
述

べ
て
い
る
。

つ
ま
り
は
「
楚
辞
」
は
一
地
域
の
地
方
文
学
で
あ
り
、
宮
廷
に
取
り

入
れ
ら
れ
た
こ
と
で
世
に
広
ま
っ
た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
『
史
記
』

で
は
「
南

楚
好
辞
」
と
、
「
楚
辞
」
と
い
う
固
有
名
詞
は
存
在
せ
ず
一
般
名
詞
と
し
て
の
「
辞
」

で
し
か
な
か
っ
た
の
に
対
し
て
、
『
漢
書
』
に
お
い
て
は
「
故
世
停
楚
辞
」
と
国

有
名
詞
を
獲
得
し
つ
つ
あ
る
。
ま
た
対
象
と
な
る
地
域
に
つ
い
て
、
『
史
記
』

は
「
南
楚
」
と
し
て
「
楚
」
地
域
を
さ
ら
に
細
分
化
し
て
い
る
の
に
対
し
て
、
『
漢

書
』
で
は
「
呉
」
の
巌
助
・
朱
買
臣
に
よ
っ
て
広
め
ら
れ
た
文
学
が
「
楚
辞
」
で

あ
り
、
「
呉
」
と
「
楚
」
は
ほ
ぼ
同
じ
で
あ
る
と
し
て
、
呉
と
楚
を
同
一
視
し
て

い
る
こ
と
は
看
過
で
き
な
い
。
こ
の
こ
と
か
ら
、
少
な
く
と
も
「
楚
辞
」
の
「
楚
」

に
つ
い
て
は
、
厳
密
な
地
域
定
義
が
あ
っ
て
「
楚
辞
」
と
名
付
け
ら
れ
た
わ
け
で

は
な
く
、
む
し
ろ
「
漢
で
は
な
い
」
「
南
方
の
」
と
い
っ
た
暖
味
な
地
域
定
義
か

ら
名
付
け
ら
れ
て
い
る
と
考
え
る
の
が
よ
い
だ
ろ
う

(
7
)
0

中
原
で
の
「
楚
辞
」

受
容
は
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
成
立
の
聞
が
ま
さ
に
そ
の
過
渡
期
で
あ
り
、
こ
の

過
程
で
「
楚
」
地
域
の
「
辞
」
か
ら
「
楚
辞
」
へ
、

一
般
名
詞
の
「
辞
」
か
ら
固

有
名
詞
の
「
楚
辞
」
が
成
立
し
て
い
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

4
、
結
び

こ
こ
ま
で
、
買
誼
「
弔
屈
原
文
」
が
中
原
に
お
け
る
楚
辞
文
芸
の
晴
矢
で
あ
り
、

そ
の
中
原
に
お
い
て
楚
辞
文
芸
は
最
初
か
ら
香
草
表
現
と
い
う
特
徴
が
特
徴
と
し

て
認
識
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
、
香
草
表
現
は
段
階
を
経
て
「
楚
辞
ら
し
さ
」

と
し
て
受
容
さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
に
つ
い
て
述
べ
て
き
た
。
ま
た
、
そ
の
受
容
の

段
階
は
『
史
記
』
と
『
漢
書
』

の
成
立
の
間
と
重
な
り
、
『
史
記
』
『
漢
書
』

の
両

書
の
間
で
も
「
楚
辞
」
に
対
す
る
イ
メ
ー
ジ
に
相
違
が
生
じ
て
い
る
こ
と
に
つ
い

て
も
指
摘
を
行
っ
て
き
た
。

中
原
に
お
け
る
楚
辞
文
芸
の
普
及
の
契
機
が
、
買
誼
の
「
弔
屈
原
文
」
を
収
録

し
、
買
誼
停
に
合
わ
せ
る
形
で
屈
原
俸
を
設
け
た
司
馬
選
の
『
史
記
』
で
あ
る
の

か
、
そ
れ
と
も
司
馬
遷
個
人
で
は
な
く
同
時
代
の
流
行
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か

で

は
、
現
時
点
で
は
ど
ち
ら
で
あ
る
と
断
言
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
だ
が
少
な
く

と
も
、
中
原
で
の
楚
辞
文
芸
の
最
初
の
紹
介
者
が
買
誼
で
あ
っ
た
可
能
性
は
極
め

て
高
く
、
こ
の
買
誼
の
存
在
は
楚
辞
文
芸
を
考
え
る
際
に
も
っ
と
注
目
さ
れ
て
よ

い
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
香
草
表
現
が
最
初
か
ら
「
離
騒
ら
し
さ
」
「
楚
辞
ら
し
さ
」

と
し
て
認
識
さ
れ
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
よ
う
に
、
「
楚
辞
」
そ
の
も
の
も

自
明
の
存
在
な
ど
で
は
な
く
、
「
楚
辞
」
と
い
う
名
も
中
原
に
よ
っ
て
与
え
ら
れ

た
名
称
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
後
世
の
我
々
が
知
る
楚
辞
文
芸
は
、
買
誼
に
よ
っ

て
取
り
上
げ
ら
れ
た
屈
原
伝
説
と
「
離
騒
」
を
契
機
と
し
て
中
原
で
受
容
さ
れ
る

こ
と
に
な
り
、
そ
の
受
容
の
段
階
を
経
て
初
め
て
「
楚
辞
」
と
い
う
名
が
中
原
で

認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
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小
南
一
郎
『
楚
辞
』
(
筑
摩
書
房
、

5
3、
SNH∞)

小
南
一
郎
「
楚
辞
文
塞
の
編
年
」
(
『
楚
辞
と
そ
の
注
釈
者
た
ち
』
所
収
、
朋
友
書
宿
、

NCCω
、
匂
同

)ωー

ωh肝
)

こ
の
「
弔
屈
原
文
」
は
、
『
史
記
』
の
ほ
か
『
漢
書
』
買
誼
惇
お
よ
び
『
文
選
』
巻

六
O
、
ま
た
節
録
で
は
あ
る
が
『
嚢
文
類
来
』
巻
四

O
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
つ

ま
り
、
『
史
記
』
の
「
弔
屈
原
文
」
が
現
在
見
る
こ
と
が
で
き
る
最
も
古
い
テ
ク
ス

ト
と
い
え
る
。

『
文
心
離
龍
』
(
詮
賦
)
は
賦
に
つ
い
て
「
賦
者
鋪
也
」
と
定
義
し
、
買
詮
を
賦
の
塙

矢
と
し
て
い
る
。
買
誼
が
烏
に
着
目
し
て
い
た
こ
と
は
辞
賦
と
い
う
ジ
ャ
ン
ル
を

考
え
る
に
あ
た
っ
て
注
目
に
値
す
る
が
、
こ
の
件
に
つ
い
て
は
別
稿
に
譲
り
た
い
。

こ
の
『
漢
書
』
に
載
せ
ら
れ
た
前
文
は
『
文
選
』
に
は
「
弔
屈
原
文
」
の
「
序
」
と
し

て
収
録
さ
れ
て
い
る
が
、
「
弔
屈
原
文
」
に
「
序
」
が
も
と
も
と
付
さ
れ
て
い
た
の

か
ど
う
か
、
そ
の
「
序
」
が
買
誼
の
手
に
よ
る
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
に
つ
い
て

は
今
は
触
れ
ず
、
『
史
記
』
と
『
漢
書
』
の
相
違
を
示
す
に
と
ど
め
て
お
く
。

『
史
記
』
巻
八
四
屈
原
買
生
惇
「
屈
平
疾
王
聴
之
不
聴
也
，
議
詰
之
蔽
明
也
，
邪
曲

之
害
公
也
，
方
正
之
不
容
也
，
故
憂
愁
幽
思
而
作
離
騒
.
離
騒
者
，
猶
離
憂
也
.

・
:
屈
平
之
作
離
騒
，
蓋
自
怨
生
也
.
園
風
好
色
而
不
淫
，
小
雅
怨
誹
而
不
乱
.
・
:
」

木
津
祐
子
「
陸
機
と
「
楚
」
」
(
『
中
国
文
学
報
』
第
5
3
冊
、
害
ωω
，
ω串
)

3 4 5
)
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附
]

本
稿
は
、
台
湾
輔
仁
大
学
第
六
届
先
秦
両
漢
学
術
圏
際
研
究
生
論
文
発
表
会
(
台
北
、

二
O
O
八
年
十
一
月
二
十
二
日
)
に
お
け
る
発
表
原
稿
の
日
本
語
訳
で
あ
る
。

漢
代
の
「
楚
辞
」
の
イ
メ
ー
ジ

一一一一一
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